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内容要旨
［目的］睡眠時ブラキシズム（SB）にクロナゼパムとクロニジンが抑制効果を示すことが報告されてい
る．しかし，両薬剤の SBの抑制効果と睡眠構造や自律神経機能への影響は明らかではない．本研究で
は，プラセボ二重盲検法を用いて両薬剤を同一被験者に無作為に投与し，睡眠ポリグラフィσSG）を用い
てSBの抑制効果と睡眠構造・自律神経機能の変化を比較検討した
［方法】！.被験者：睡眠同伴者により，過去6カ月以内に週3回以上の歯ぎしり音を指摘され，象牙質
に及ぶI皮耗が3歯以上に確認された健康成人 20名（男性9名，女性 1名，平均年齢26.5±2.5才）を選
択した 2.PSGの測定・ランダム化：I交筋筋電図を含むPSG検査を5夜実施し， l夜目は順応のため，
2夜目を baselineとし SBの確定診断を行った.3夜目以降の 3夜にクロナゼパム（1.0mg），クロニジン
(0.15mg），プラセボの 3種の薬剤をラテン方格法によりランダムに割り付けた．服薬間隔は 2週間以上
とした.3.睡眠構造の解析：睡眠構造の解析はAmericanAcademy of Sleep Medicineのガイドライン（2007)
に準拠して行った.4. SBの筋活動の解析・投薬による効果は， baselineの1時間当たりの SBエピソー
ド発生頻度（貼~MAindex）を指標に評価した．なお， SBの確定診断に至らなかった 1名は除外した． 5. 
心電図の解析：自律神経活動は心電図の R-R間隔を指標に評価した．安静時の睡眠ステージ2,3, Rの
各3分間のR”R間隔を算出した．さらに，睡眠ステージ2のエピソード発生70秒前から発生までの R-R
間隔の秒数を 10秒ごと算出し，その経時変化を調べ，自律神経活動の評価に用いた.6.統計方法：薬
剤投与による睡眠構造， SBの筋活動，心電図および起床時の血圧についてプラセボ投与時と baseline間
(paired t t田t, Wilcoxon signed-rank test）ならびに薬剤関（分散分析法と多重比較法）の差を有意水準5%
で検定した．
［結果］ RMMAindexは3種類の薬剤すべてでbaselineと比較して有意に減少した．それらの減少率（対
baseline比）を比較すると，クロニジン投与時が最大であり（56%），クロナゼパム（20%）とプラセボ（28%)
のいずれより有意に大きく減少した．睡眠構造への影響は，クロニジン投与時に睡眠ステージ REMが
有意に減少したが他では認められなかった．自律神経活動への影響は，いずれの薬剤でも SBエピソー
ド直前にR”R間隔が有意に短縮し交感神経活動が光進する傾向が認められた．しかし，クロニジン投与
時のR-R間隔はプラセボおよびクロナゼパムと比較して有意に長く，交感神経活動の抑制が認められた．
［結論］ SBに対して服薬によるプラセボ効果が存在する可能性が示唆された．また，クロナゼパムの
SB抑制効果はプラセボ効果と同等であったが，クロニジンにはより強い SB抑制効果が認められ，その
効果発現には交感神経活動の抑制が関連している可能性が示唆された．
